
Running coupling constants quark

・ QCD ではクォーク間にグルーオンが走るが、クォー
ク・グルーオン結合の他にグルーオンの自己相互作用

gl
uo

n

が加わる．これらも入れると
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ここで nf は quark flavor の数で top まで含めても 6 で
あり 従 て高 ネ ギ になるほど 結合力は弱く

による輻射補正( ) ( )223 ln233
)(

Λ− qn
q

f

あり、従って高エネルギーになるほどQCD結合力は弱く
なることがわかる。

標準モデル U(1)Y×SU(2)L×SU(3)Cの結合定数は q2 = 
mZ

2 で以下の値を持つ（データは1991年当時のもの）：
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QCD の結合定数 α のエネルギー変化
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（ α1 の係数 5/3 は大統一理論の関係から来る。）
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QCD の結合定数 α3 のエネルギ 変化
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